


















〔研究目的〕 

 生命倫理に対する関心はわが国ではまだ決して高いとはいえない。これまでに生命倫理

の問題として取り上げられた対象は非常に多いが,わが国では今のところ死にかかわる問

題での倫理に強い関心があり,生に関する倫理に対してはあまり関心がもたれず,あるいは

ことさらにこれを避けるという傾向があるように思われる。 

 これまでに生命倫理の対象として指摘されてきた問題点を列挙すると,その大部分が表

1-4 に示したように直接,あるいは間接的に遺伝にかかわっていることが明らかである。す

なわち,問題の種類としては生にかかわるものが圧倒的に多いのである。 

 医学の進歩,医療の普及,福祉の向上により,わが国の疾病構造に大きな変化がもたらさ

れ,感染症に替わって,遺伝的にその原因を考慮すべき異常や疾患への対応が,医療の中で

の重要な問題となり,また,国民一般もこの問題に極めて強い関心をもつようになった。し

かしながら,これまでに認識されてきた医の倫理,医療倫理というものは,主として感染症

への対応の中から生まれたものであり,遺伝という問題への配慮はほとんど,あるいはまっ

たく無かったといってよい。このため,遺伝性疾患への対応に際して,これまでの倫理観や

倫理的規範では律することのできない多くの問題が生じてきた。 

 臨床遺伝学,ことに遺伝相談にたずさわる医師カウンセラーは,自らの行為とその選択が

倫理的批判に耐えうるものか,あるいは,倫理的批判に耐え,合意のえられる行為,選択とは

いかなるものであるかを,個々の患者やクライアント,およびその家族との対応において常

に深刻に考えることを余儀なくされてきた。すなわち,個人の過去の経験に基づく恣意的判

断ではなく,医療倫理の決断の原則によって保証され,世代を越えて国民一般の支持を得ら

れるような行為を,倫理的な立場から検討し,社会の許容しうる基準の中で行うことの必要

性,重要性を強く認識するようになったのである。 

 このため,現実に生じている問題とそれへの対応の倫理的理由,将来生じうると予測され

る問類点とそれへの対応ならびにその倫理的根拠などに関する意見を広く求め,わが国で

のこれらの問題への生命倫理上の認識,姿勢を明確にし,倫理的な基盤にもとづく具体的な

行為の選択肢の充実を計ることを本研究の目的とした。 


